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１．はじめに

　林木育種センターでは、これまでに成長性や材

質等の優れた品種や花粉症対策に資する品種等

の開発と、開発した優良品種の迅速な普及に向け

て取り組んできました。通常、優良品種の原種の

配布は、その系統の遺伝的特性を維持する観点か

らさし木等のクローン増殖により行っています。

さし木増殖において、発根率は苗木の生産効率に

直結することから重要な形質の一つですが、発根

後に形成される根系の状態は、少数の根のみが形

成される場合から、充実した根系が形成される場

合まで、様々であることが知られています。また、

植物の根系は植物体全体の成長性や健全性等に

関連するとされていることから、成長性や健全性

の優れたスギさし木苗の生産効率の向上のため

には、発根率だけでなく根系の状態を詳細に明ら

かにし、充実した根系形成に関連する要因を明ら

かにすることも重要であると考えられます。そこ

で、スギさし木苗の根系形質に着目し、地上部成

長性との関連性の解明に向けて行なった研究の

経過と今後に向けた展望について紹介します。

２．根系形質の定量的評価及び地上部成長性

との関連

　根系の状態と地上部成長との関連性を明らか

にするためには、まず、根系形質のデータをより

定量的に測定する必要があります。これまでのス

ギ苗木における根系形質の評価では、全体的な根

量の多少等を目視により指数化して評価する方

法等が一般的でしたが、今回の研究ではより定量

的な測定・評価を目指し、根系を図1のように画

像化して、画像解析を行う手法を採りました。画

像解析を行うことにより、根系形質について、根

の長さや太さ（幅）のミリ単位での測定が可能な

だけでなく、根端数等も数値化することができま

した。次に、画像解析によって得た根系形質と地

上部の成長性の指標として測定した苗高との相

関性を解析しました。その結果、育苗段階におけ

るスギさし木苗の地上部の成長性には、根量が多

いことに加えて、細い根の割合（細根率）や枝分

かれの頻度（分枝密度）が高いことも重要である

ことが示唆されました。これらの特徴を有する根

系は、地中の水分や養分を効率よく利用できると

考えられ、結果として地上部の成長性の良さに寄

与するものと考えられました。

３．根系形質に関する今後の取り組み

　以上の結果から、成長に寄与する良好な根系と

はどのような根系であるかを明らかにすること

ができましたので、次の段階として、様々な根系

形質にはどれくらいの遺伝性があるのかを明ら

かにしました。根系形質の遺伝性は、今後の苗木

増殖に関する研究を進めるうえで重要な知見と

なります。今回調査した苗木の根系形質のデータ

を用いて、スギさし木苗の根系形質の遺伝性を表

す指標として広義の遺伝率を算出しました。その

結果、広義の遺伝率は0.29～0.48の範囲にあり、

根系形質は遺伝的要因に支配されていると考え

られました。このため、現在スギにおける根系形

成に関連する遺伝的多型（SNP）を同定すること

を目指して研究を進めています。根系形成に関連

するSNPを同定することができれば、ゲノム情

報に基づく形質の予測（ゲノミック予測）や遺伝

的改良（ゲノム育種）を行うことが可能になると

考えられ、さし木苗の生産効率や健全性の向上を

図るうえで、大きなメリットとなります。今後も、

健全なさし木苗のより効率的な生産の実現に向

けて、遺伝学的観点も含めて、多面的にアプロー

チしていきたいと考えています。

（育種部　育種第一課　福田　有樹）

１．はじめに

　前回、太平洋共同体（SPC）との共同研究の一

環として、SPC加盟国であるソロモン諸島国（以

下、「ソロモン」という。）のガダルカナル島にお

いて育種事情を調査し、本誌30巻で報告しまし

た。今回は、2019年11月に同国コロンバンガ

ラ島の造林や林木育種に関する事情調査を行い

ましたので、概要を紹介させて頂きます。

２．コロンバンガラ島の人工林

　コロンバンガラ島は、ソロモン西部州にある直

径約15kmの円形の火山島で、全域に熱帯雨林が

広がっています。同島では、過去に天然林施業が

盛んでしたが、現在は、ソロモンと台湾企業の合

弁会社であるKolombangara Forest Products 

Limited（KFPL）社が、島の総面積の75%の土

地を政府から借用して植林と木材生産を行って

います。用材生産林の主要な植林樹種は、ユーカ

リ、アカシア、マホガニーやチークであり、他に

はテリハボク属やカンラン属等の郷土樹種が植

栽されています。日本のテリハボクと同属の

Calophyllum kajewskiiは、主幹が極めて通直で

あり、材質に優れるためソロモンでは有用林木と

なっています。同島の人工造林地の総面積は

14,400haであり、ソロモン政府所管の森林事務

所が島北部のポイテテに置かれています。

３．造林樹種の育苗

　ポイテテにあるKFPL社の苗畑では、ユーカ

リ実生苗の大規模生産を行っていました。その他

に同社は、アカシアさし木苗、チークスタンプ苗

（根・主幹を切り詰めた苗）、ナンヨウギリやター

ミナリアの実生苗を生産していました。すべての

苗木生産に、小型のプラスティック製コンテナを

使用しているということです。

４．育種事業

　ソロモンでは、メリナ、チーク、ユーカリ、マ

ホガニー、セドロ及びターミナリアを対象とし

て、1988年に政府主導の公式な林木育種事業が

スタートしました。その後、オーストラリアの支

援によるSPRIGプロジェクトにより、同国の林

木育種事業は加速しました。ソロモン森林研究省

は、チーク、ユーカリ及びマホガニーの育種に力

を入れ、これまでに、チークのクローン採種園や、

チーク、ユーカリ、マホガニーの後代検定林を設

定しました。現在は、KFPL社が事業を維持して

おり、上記の主要樹種については、優良系統の選

抜や増殖に向けたバイオリソースが保存されて

いますが、資金不足から育種プロクラムは必ずし

も順調に進捗していないようです。

（海外協力部　海外協力課　楠城　時彦）

スギさし木苗における根系形質の評価に関する取り組み

について

ソロモン森林研究省ポイテテ事務所
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